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伊

原

昭

 
史
生
尾
張
少
目
に
教
へ
塾
す
歌
一
首
短
歌
を
井
せ
た
り

 
反
歌
三
首

く
れ
な
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
る
は
み

 
紅
は
移
ろ
ふ
も
の
ぞ
橡
の
馴
れ
に
し
衣
に
な
ほ
若
か
め
や
も
（
1
8
四
一

 
〇
九
）

「
万
葉
集
」
の
こ
の
作
を
と
お
し
て
、
歌
人
大
伴
家
持
の
心
情
の
一
端
を
探
っ

て
み
た
い
。

 
こ
れ
は
、
題
詞
・
詞
書
及
び
こ
の
作
の
一
連
の
長
歌
・
短
歌
に
よ
っ
て
知
ち

れ
る
よ
う
に
、
．
遊
行
女
婦
と
元
妻
を
、
 
「
紅
」
と
「
橡
」
に
よ
つ
で
表
現
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
旨
は
こ
の
二
色
の
表
面
上
の
意
義
に
と
ど
ま
る
も
の
で

な
い
こ
と
は
記
す
に
も
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
家
持
は
、
何
故
こ
の
両
染
色
に
よ
っ
て
二
人
を
暗
喩
し
て
い
る

の
か
、
当
時
の
諸
作
品
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
と
く
に
今
回
あ
ら
た
に
調
査

し
た
文
献
に
み
ら
れ
る
「
紅
」
と
「
橡
」
の
諸
例
を
加
え
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え

た
上
で
、
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
小
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

，
醐
、
当
時
の
作
品
・
文
献
に
み
ら
れ
る
「
紅
」
及
び
「
橡
」

O
は
じ
め
に
「
紅
」
の
諸
例
を
な
が
め
て
み
た
い
。

ω
「
古
代
歌
謡
」
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
 
『
古
事
記
」
の
仁
徳
朝
に
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
き

「
故
、
是
口
子
臣
、
…
…
其
臣
服
下
著
二
三
紐
…
青
摺
衣
上
。
故
、
水
療
佛
二
紅
筆
一
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か

青
皆
変
二
紅
色
一
。
」
 
（
下
二
七
二
、
二
七
四
）
と
記
さ
れ
、
 
「
憎
き
」
と
訓
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
雄
略
朝
で
も
「
又
一
時
、
天
皇
登
二
幸
葛
城
山
一
之
時
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
き

百
官
人
等
、
悉
給
下
道
二
品
紐
一
之
青
磁
衣
服
上
。
」
 
（
下
三
一
六
）
と
あ
り
、

同
様
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
み
 
 
 
 
 
 
 

．
く
れ
の
あ
み
 
 
 
 
 
 
 
あ

「
風
土
記
」
に
は
「
気
強
山
 
転
太
天
皇
之
世
 
紅
草
生
二
於
此
山
一
故
号
二
胡

ゐ爲
山
二
（
播
磨
国
 
揖
保
郡
二
八
四
）
と
あ
り
、
応
神
幸
に
ヤ
紅
草
が
生
え
た
、

そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
山
を
「
あ
み
山
」
と
命
名
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
代
に
我

国
に
も
生
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
地
名
と
し
て
付
け
ち
れ
る
程
珍
ら
し
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
「
あ
み
」
と
も
「
く
れ
の
あ
み
」
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
く
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
み

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
、
呉
（
申
国
）
か
ら
渡
来
し
た
藍
（
染
料
の
総
称
名
）
と

い
う
意
味
で
こ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
っ

「
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
仁
徳
、
さ
ち
に
雄
略
時
代
、
、
こ
れ
を
染
料
と
し
て
使

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1

つ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
色
名
は
訓
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
「
あ
か
」
 
（
「
あ
け
」

と
も
）
で
、
 
「
ぐ
れ
な
み
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
 
「
紅
」
は
、
外
来
の
貴
重
な
植
物
に
よ
る
染
色
と
さ
れ
て
い

（9）
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た
と
い
っ
て
よ
い
。
'

 
そ
し
て
、
前
記
の
「
故
、
水
療
梯
二
紅
野
心
、
皆
皆
変
二
紅
色
一
。
」
か
ら
推
す

と
、
濡
れ
る
と
色
が
お
ち
て
他
の
色
を
変
え
て
し
ま
う
よ
う
な
、
裾
堕
し
や
す

い
性
格
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
れ
な
み

 
な
お
、
 
『
胃
軸
藻
」
に
は
「
葉
緑
園
柳
月
。
花
紅
山
桜
春
」
 
（
四
二
）
、

 
 
 
こ
ヒ
つ

「
映
レ
浦
飯
桐
。
…
…
低
レ
岸
翠
柳
。
」
 
（
八
八
）
と
あ
り
、
桜
・
桃
花
の
色
と

し
て
、
緑
・
翠
の
色
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
そ
の
美
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
風
土
記
」
の
逸
文
丹
後
国
の
浦
嘆
子
の
説
話
に
も
、
 
「
…
…
隣
里
幼
女
等

に
の
ほ

紅
顔
停
止
」
（
四
七
六
）
と
あ
り
、
仙
女
の
美
し
さ
が
こ
の
色
で
形
容
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
次
第
に
中
国
詩
文
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
こ
の
色
に

感
じ
ら
れ
る
華
麗
な
美
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
当
時
の
文
献
で
あ
る
『
令
』
を
見
る
と
、
 
「
凡
調
絹
幽
玄
綿
布
。
並
随
二
郷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
れ
の
あ
み

土
所
出
一
。
…
…
其
調
遣
物
。
正
丁
一
人
。
紫
三
両
。
 
紅
 
三
両
。
茜
汗
管
。

…
…
橡
八
升
。
」
 
（
賦
役
令
第
十
、
二
四
九
）
と
あ
り
、
正
丁
の
賦
役
と
し
て

の
調
の
副
次
的
な
一
物
品
と
し
て
国
庫
に
納
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
重

要
な
産
物
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
上
代
で
は
、
す
で
に
位
階
に
よ
る
正
式
の
二
色
が
定
め
ら
れ
、
尊

貴
な
者
か
ら
蔑
卑
の
者
着
用
の
服
色
へ
と
そ
の
順
位
は
厳
し
い
規
定
が
あ
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
れ
の
あ
み

よ
う
で
、
 
『
令
」
の
「
凡
等
色
。
白
。
語
草
。
紫
。
蘇
方
。
緋
。
 
紅
 
。
庭

回
。
練
。
蒲
萄
。
緑
。
紺
。
繧
。
桑
。
黄
。
槽
衣
。
秦
。
柴
。
中
墨
。
如
レ
西
之

属
。
藍
色
以
下
。
各
兼
得
・
服
之
。
」
（
衣
服
令
第
十
九
、
三
五
四
）
に
よ
れ
ば
、

「
紅
」
は
上
位
か
ら
六
番
目
に
あ
た
り
、
そ
の
順
位
は
高
く
、
こ
の
こ
と
か

ら
、
尊
貴
な
色
と
い
う
念
が
抱
か
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
「
紅
」
の
染
法
に
つ
い
て
は
後
代
で
は
あ
る
が
、
 
『
延
喜
式
」
に
記
載
さ

れ
、
三
殿
寮
管
轄
で
雑
染
用
度
と
い
う
項
に
詳
し
い
。
 
（
四
〇
一
～
四
〇
三
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ら
く
れ
な
ひ
 
 
 
あ
ら
そ
め

紅
草
を
染
料
と
し
た
染
色
名
に
は
、
韓
紅
花
、
中
取
、
退
紅
を
は
じ
め
、
そ
の

他
、
吹
貫
、
浅
支
子
、
深
支
子
な
ど
も
、
こ
れ
が
染
料
に
使
わ
れ
て
い
る
。

㈹
さ
て
、
以
下
は
、
小
稿
で
新
し
く
紹
介
す
る
諸
文
献
に
み
ら
れ
る
例
の
申
の

主
な
も
の
で
あ
る
。
 
「
正
倉
院
文
書
』
に
は
「
十
六
日
納
色
紙
壼
任
伯
三
五
＋
張

表
紙
料
…
…
深
紅
百
張
中
紅
百
張
 
浅
紅
百
張
…
…
」
（
天
平
勝
宝
四
年
）
（
三

一
六
〇
〇
）
、
 
「
兄
垢
称
量
六
巻
滅
紅
紙
」
（
天
平
三
年
）
（
七
-
一
九
）
、
ま
た

「
寧
楽
遺
文
」
に
コ
巻
辛
紅
紙
及
表
…
…
」
 
（
西
大
寺
資
財
流
記
帳
）
 
（
中

四
一
〇
）
な
ど
あ
ヶ
、
す
で
に
微
妙
な
濃
度
の
相
違
を
示
す
、
深
・
中
・
浅
・

滅
な
ど
の
表
現
が
み
ら
れ
、
天
平
以
降
頃
か
ら
は
染
色
法
が
非
常
に
進
歩
し
た

こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

 
な
お
、
 
『
平
城
宮
木
簡
 

一
 
解
説
」
に
は
「
梗
□
□
面
子
」
 
（
五
四
一
）

 
 
 
 
 
べ
に
ば
な

と
あ
っ
て
、
紅
花
を
「
梗
」
と
記
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
 
「
紅
」
は
『
正
倉
院
文
書
』
「
を
み
る
と
、
多
く
の
種
類
の
物
品
の
色

と
し
て
、
書
類
は
い
う
に
及
ば
ず
、
そ
の
他
、
 
「
内
親
王
御
最
勝
持
経
一
部

紅
紙
及
標
班
綺
赤
木
軸
」
（
天
平
三
年
）
（
七
-
二
二
）
、
 
「
老
翁
機
鍍
尺
二
枚
」
 
（
天

平
勝
宝
八
歳
）
（
四
一
＝
一
八
）
、
「
染
阿
蘇
胡
禄
一
具
十
二
皮
帯
…
，
，
鷹
羽
紅
鶴
羽

…
…
」
（
天
平
勝
宝
八
歳
）
 
（
四
一
一
五
一
）
な
ど
の
紙
、
牙
、
羽
、
ま
た
「
正

倉
院
宝
物
銘
文
集
成
」
に
は
「
紅
沈
香
東
大
寺
正
倉
院
」
 
（
黄
熟
香
箱
）
 
（
一
-
四

｝
二
）
と
あ
り
、
香
な
ど
も
あ
っ
て
広
範
囲
の
種
類
に
わ
た
っ
て
い
る
。

．
と
く
に
、
 
『
正
倉
院
文
書
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
例
え
ば
紅
の
紙
（
経
典

用
）
は
、
 
「
銀
薄
敷
紅
紙
二
百
張
＋
論
経
料
」
 
（
天
平
勝
宝
四
年
）
 
（
三
一
五

九
四
）
、
 
「
充
経
所
銀
星
紅
紙
壼
早
算
陸
張
」
 
（
天
平
勝
宝
五
年
）
 
（
＝
二

 
 
 
 
 
 
 
 
金
敷

1
＝
）
、
 
「
又
納
深
紅
壼
伯
拾
五
張
」
 
（
天
平
勝
宝
四
年
）
 
（
三
-
五
九
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八
）
、
 
「
金
漆
深
紅
紙
一
百
十
五
張
」
 
（
天
平
勝
宝
五
年
）
 
（
＝
ニ
ー
二
九
）

な
ど
の
よ
う
に
、
．
金
・
銀
魚
、
金
敷
、
銀
薄
な
ど
を
用
い
た
極
め
て
豪
奢
な
料

紙
で
あ
る
こ
と
。
布
類
は
、
「
紅
羅
刺
羽
表
」
 
（
天
平
宝
字
四
年
）
 
（
四
1
四

一
三
）
、
 
「
当
地
錦
袋
緋
綾
裏
」
 
（
天
平
勝
宝
八
歳
）
 
（
四
一
＝
二
二
）
、

「
紅
羅
三
三
」
 
（
天
平
勝
宝
八
歳
）
 
（
四
一
一
五
九
）
、
 
「
紅
爽
平
縁
」
 
（
天

平
勝
宝
八
歳
）
（
四
一
一
六
三
）
、
 
「
紅
臨
纈
謡
扇
」
 
（
天
平
勝
宝
八
歳
）
 
（
四

一
一
六
五
）
、
 
「
又
潮
紅
腰
綱
地
高
麗
錦
」
 
（
天
平
勝
宝
八
歳
）
 
（
四
-
一
七

六
）
．
な
ど
、
羅
・
錦
（
高
麗
錦
も
）
な
ど
の
、
高
級
の
織
物
、
そ
し
て
、
手
の

 
 
 
 
 
 

こ
ん
だ
刺
物
、
繍
、
あ
る
い
は
爽
纈
、
臨
纈
な
ど
、
高
度
の
技
法
が
ほ
ど
こ
さ

れ
て
い
る
贅
沢
な
物
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
 
『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
」
を

み
る
と
、
 
「
大
佛
殿
上
敷
紅
三
布
帳
壼
弓
長
四
丈
三
尺
五
副
天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日
」

（
紅
三
布
帳
）
 
（
一
一
二
四
）
と
あ
り
、
大
仏
開
眼
当
日
、
そ
の
荘
厳
華
麗
を

極
め
た
儀
式
を
演
出
す
る
も
の
と
し
て
、
紅
赤
の
長
い
布
帳
が
使
わ
れ
た
ら
し

い
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
と
い
っ
た
よ
う
に
、
 
「
紅
」
に
関
す
る
物
品
は

非
常
に
豪
華
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
「
紅
」
と
い
う
の
は
、
外
来
の
植
物
染
料
に
よ
る
染
色
で
、

そ
の
意
を
そ
の
ま
ま
色
名
と
し
て
い
る
。
古
く
は
珍
貴
な
も
の
と
さ
れ
た
。
丹

色
し
ゃ
す
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
色
に
対
し
て
は
高
度
の
胎
盤
が
発
達

し
、
濃
度
に
よ
る
色
相
の
微
妙
な
相
違
ま
で
う
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

 
上
代
の
人
び
と
は
、
こ
の
色
に
尊
貴
の
念
を
抱
く
と
と
も
に
、
華
や
か
な
美

を
感
じ
、
実
に
豪
華
、
衝
重
と
し
た
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
色
と
し
て
も
受
け
と

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

口
次
に
「
橡
」
の
諸
例
を
な
が
め
て
み
た
い
。

ω
『
古
代
歌
謡
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
 
『
万
葉
集
」
と
同
年
代
の
上

大
伴
家
持
の
心
情
の
「
三

代
の
諸
作
品
に
も
そ
の
例
は
な
い
。
た
だ
、
は
る
か
に
時
代
を
下
り
、
平
安
に

な
っ
て
か
ら
の
、
 
『
続
日
本
後
唄
」
の
「
戊
戌
。
天
皇
除
二
素
服
一
。
着
二
堅
手

御
冠
乙
甲
御
衣
一
。
以
臨
・
朝
也
。
」
 
（
承
和
七
年
五
月
廿
三
日
）
 
（
巻
九
、
一

〇
四
）
を
み
る
と
、
淳
和
院
崩
御
に
と
も
な
う
喪
の
た
め
、
仁
明
天
皇
が
着
用

さ
れ
た
わ
け
で
、
喪
服
と
し
て
の
こ
の
例
の
み
で
あ
る
。

ω
『
令
」
に
は
、
 
「
凡
調
帯
緬
糸
綿
布
。
並
随
二
郷
土
所
出
一
。
…
…
其
調
副

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
る
ば
み

物
。
二
丁
一
人
。
…
…
壁
土
一
合
五
夕
。
橡
八
升
。
」
（
賦
役
令
 
第
十
、
二

四
九
）
と
あ
り
、
前
記
の
「
紅
」
を
は
じ
め
諸
染
料
と
一
緒
で
な
く
、
別
に
後

に
記
さ
れ
、
主
要
な
染
料
と
し
て
で
は
な
く
、
別
途
の
用
法
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
と
も
か
く
、
正
韻
一
人
の
調
の
副
物
と
し
て
納
入
す
る
こ
と
は
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 
ま
た
、
「
制
服
 
無
位
。
皆
葛
鰻
頭
巾
。
黄
抱
。
…
…
朝
庭
公
事
。
即
服
之
。
…

 
 
 
 
 
 
つ
る
ば
み

…
家
人
奴
蝉
、
 
零
墨
衣
。
」
 
（
衣
服
令
第
十
九
、
三
五
三
）
と
あ
り
、
無

位
の
庶
民
よ
り
下
の
、
い
わ
ば
最
下
層
の
奴
脾
階
級
の
正
式
の
服
色
と
定
め
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
る
ば
み

れ
て
い
る
。
な
お
、
≒
紅
」
の
時
掲
げ
た
ふ
 
「
凡
服
色
。
…
…
黄
。
…
…
橡

墨
。
如
レ
此
望
薄
。
声
色
以
下
。
理
財
得
レ
服
之
。
」
 
（
衣
服
玩
草
十
九
、
三
五

四
）
で
は
、
 
「
紅
」
が
上
位
か
ら
六
番
目
に
位
置
し
て
い
た
が
、
 
「
橡
」
は
こ

れ
ま
た
最
下
位
の
薄
色
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
色
に
い
か

に
賎
卑
な
感
を
抱
い
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
橡
」

の
色
は
、
橡
（
ど
ん
ぐ
り
）
の
鉄
媒
染
に
よ
る
紺
黒
色
で
あ
る
が
、
後
に
『
延

喜
式
」
に
記
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
 
「
茜
」
な
ど
と
交
粗
し
、
灰
媒
染
に

．
よ
る
黄
褐
色
も
「
橡
」
と
称
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

㈲
『
正
倉
院
文
書
」
を
み
る
と
、
「
十
六
日
納
色
紙
壼
任
伯
張
…
…
深
橡
百
張
…

…
右
二
毛
観
世
音
経
一
百
巻
料
」
（
天
平
勝
宝
三
年
）
（
一
ニ
ー
三
三
九
）
と
あ
り
、
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「
橡
」
は
こ
の
「
深
」
つ
ま
り
濃
い
と
い
う
濃
度
の
例
以
外
は
見
当
ら
な
い
。

 
な
お
、
 
「
合
馬
染
＋
腸
纈
緬
参
拾
捌
匹
 
可
用
染
草
陸
種
」
（
天
平
勝
宝
年
中
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
ね
 
 
 
は
じ
き

 
（
二
五
-
二
〇
七
）
の
記
事
を
み
る
と
、
 
「
茜
」
 
「
波
士
木
」
と
と
も
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
つ

 
「
七
子
武
斜
陸
斜
陸
升
春
二
七
斤
染
一
匹
…
…
」
の
よ
う
に
、
橡
の
子
を
春
い
て
染

・
料
と
し
、
緬
一
匹
を
七
斤
で
染
め
る
と
あ
る
。
そ
し
て
、
薪
、
灰
、
酢
糟
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
灰
媒
染
で
、
す
で
に
上
代
に
も
『
延
喜
式
』
の

よ
う
な
橡
の
黄
褐
色
染
め
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ゆ

 
「
橡
」
は
、
 
「
紅
」
と
比
べ
、
ま
っ
た
く
使
わ
れ
る
物
が
少
な
い
。
前
記
の
よ

う
な
経
典
の
料
紙
、
そ
し
て
緬
な
ど
の
布
地
。
」
ま
れ
に
、
 
「
梵
網
経
本
二
巻

白
紙
橡
色
染
軸
綺
緒
」
 
（
天
平
勝
宝
三
年
）
 
（
＝
i
四
七
四
）
の
よ
う
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ

経
典
の
巻
物
の
軸
に
染
っ
だ
色
で
あ
っ
た
場
合
も
あ
る
が
。

 
経
の
料
紙
・
、
表
紙
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
銀
・
金
を
用
い
た
「
紅
」
の
よ
う
な

豪
勢
な
物
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ま
た
、
無
類
は
多
く
は
、
例
え
ば
、
 
「
…
-
二

領
橡
…
…
用
二
二
領
大
野
弄
雑
工
等
煎
豆
九
領
」
（
天
平
宝
字
四
年
）
 
（
四
-
四
七

七
）
、
「
…
…
綿
炮
五
十
一
領
 
廿
領
橡
 
淵
一
領
畠
…
…
三
蓋
 
経
師
冊
人
校

生
六
人
装
濫
五
人
井
五
十
一
人
料
人
別
一
領
…
…
」
（
宝
亀
三
年
三
月
珊
日
）
（
六

 
＝
一
九
五
）
、
 
「
O
経
土
師
校
生
巻
藁
等
布
施
目
録
帳
…
…
重
連
四
匹
…
…
」

 
（
天
平
勝
宝
三
年
）
 
（
十
二
i
一
九
二
・
一
九
五
）
、
 
「
…
」
-
沽
…
…
橡
緬
四

匹
・
…
-
」
 
（
天
平
宝
字
二
年
）
（
十
四
一
六
一
）
、
 
「
充
皇
太
子
御
馬
甘
藷
八
人

橡
襖
子
八
領
料
」
（
天
平
勝
宝
年
中
）
（
二
十
五
一
二
一
二
）
、
 
「
経
師
装
濫
校

生
一
百
七
十
揺
々
別
重
砲
、
袴
、
被
、
単
橡
檎
…
・
-
」
 
（
天
平
宝
字
五
年
）

 
（
十
五
-
六
七
）
、
'
「
経
師
等
調
度
充
帳
…
三
半
浄
衣
六
領
」
 
（
天
平
十
七

年
）
 
（
八
ヨ
五
七
八
）
、
 
「
…
…
一
領
橡
単
衣
…
…
」
 
（
天
平
宝
字
四
年
）

（
四
一
四
七
四
）
、
「
…
…
経
師
清
衣
参
拾
具
橡
鞄
量
領
 
袴
淵
腰
」
・
（
天
平
勝

宝
三
年
）
（
十
一
一
三
四
八
）
と
い
っ
た
、
経
師
、
思
量
師
、
装
濃
、
校
生
者
、

 
 
こ
く

ま
た
、
沽
（
酒
費
？
）
た
ち
の
浄
（
清
）
衣
、
禅
衣
と
称
す
る
衣
服
、
皇
太
子

の
馬
宿
、
大
工
、
雑
子
た
ち
着
用
の
砲
、
診
、
襖
子
に
こ
の
「
橡
」
の
色
が
使

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
服
の
六
位
以
下
．
先
位
ま
で
に
入
ら
な
い
、
そ
れ
以
下

の
人
び
と
の
贈
位
の
色
と
も
さ
れ
（
天
平
宝
字
五
年
）
 
（
二
十
五
i
三
二
二
・

三
二
三
）
、
い
ず
れ
に
し
て
も
下
級
の
者
の
服
の
色
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

 
な
お
、
こ
の
他
に
も
」
袈
裟
、
坐
具
（
覆
力
）
、
帳
、
厨
子
（
覆
）
、
辛
櫃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
ぎ
ぬ

（
覆
）
な
ど
の
色
と
し
て
も
見
ら
れ
る
が
、
生
地
は
緬
が
主
で
、
け
し
て

前
記
の
「
紅
」
の
場
合
の
よ
う
な
高
級
で
贅
沢
な
も
の
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
コ
五
東
大
寺
三
蹟
…
…
鶴
形
徳
地
臨
纈
屏
風
一
畳
高
五
尺
…
…
橡
地
象
羊

木
屏
風
一
畳
高
五
尺
…
…
」
 
（
附
二
十
五
i
一
〇
七
）
と
み
る
よ
う
に
屏
風
の
布

地
と
し
て
、
三
極
な
ど
で
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
は
灰
媒

染
に
よ
る
黄
褐
色
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
高
級
な
物
の
僅
か
な
例
の
一
つ
か
も
し

れ
な
い
。

「
橡
」
は
、
「
造
佛
所
作
物
帳
中
巻
案
…
…
幽
思
材
料
薪
橡
三
百
七
十
四
村
自
山

口
運
車
六
＋
七
両
賃
銭
一
貫
四
百
七
十
叫
文
生
別
廿
二
文
」
（
天
平
六
年
）
（
一
一
五
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
じ
は
い

七
）
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
盗
杯
を
つ
く
る
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ

っ
た
。
染
料
植
物
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
よ
り
薪
と
し
て
雑
木
な
み

に
価
値
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
 
「
橡
」
は
、
 
『
記
』
 
『
紀
」
・
『
風
土
記
」
 
『
昔
風
藻
」
な

ど
の
文
芸
の
世
界
で
は
と
り
上
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
染
色
で
あ
っ
た
。

 
そ
し
て
、
薪
に
す
る
よ
う
な
雑
木
同
様
の
橡
の
実
（
ど
ん
ぐ
り
）
の
鉄
媒
染

に
よ
る
黒
色
で
あ
り
、
後
に
は
灰
媒
染
の
場
合
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
黄
褐
色

（12）



と
い
う
、
い
ず
れ
に
し
て
も
最
も
地
味
な
美
し
く
な
い
色
で
、
当
時
の
法
令
に

よ
る
正
式
の
服
色
と
し
て
は
最
下
層
の
者
の
色
ど
さ
れ
、
一
般
の
場
合
も
ご
く

下
級
者
の
、
主
と
し
て
作
業
着
と
し
て
使
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
生
地
は

粗
製
の
絹
布
で
粗
末
な
物
が
多
く
、
ま
た
紙
の
場
合
も
、
多
く
使
わ
れ
た
経
典

の
料
紙
を
み
て
も
「
紅
」
の
よ
ヶ
な
贅
沢
な
も
の
は
一
切
な
い
。

 
こ
の
よ
う
に
、
諸
文
献
か
ら
み
て
「
橡
」
は
e
の
「
紅
」
と
呑
玉
的
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
な
お
、
当
時
の
物
価
は
年
代
に
よ
っ
て
変
動
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
小

稿
で
は
省
く
が
、
た
だ
、
天
平
宝
字
二
年
に
、
白
緬
一
匹
が
七
五
〇
文
（
一
四

-
二
九
）
 
（
参
河
三
富
も
同
値
（
，
一
四
-
五
四
）
）
で
あ
る
時
に
、
橡
緬
一
．
匹

、
が
五
〇
〇
文
（
一
四
-
二
九
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
正
倉
院
文
書
」
の
記
録
か

ら
、
無
地
の
緬
よ
り
染
料
を
使
っ
た
「
橡
」
の
緬
の
方
が
廉
価
で
あ
る
、
と
い

う
の
は
い
か
に
「
橡
」
染
が
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

二
、
 
『
万
葉
集
」
の
「
紅
」
及
び
「
橡
」

e
は
じ
め
に
「
紅
」
を
み
よ
う
。

 
詞
書
を
も
含
め
る
と
三
十
九
用
例
で
あ
る
。

 
作
者
・
年
代
を
み
る
と
、
未
詳
が
十
五
例
で
、
相
聞
の
部
立
に
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
他
三
憐
（
6
一
〇
四
四
、
8
一
五
九
四
、
9
一
六
七
二
）
は
年
代
は

わ
か
る
が
、
作
者
は
わ
か
ら
な
い
。
作
者
分
明
の
作
は
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
山

上
三
面
、
帥
老
（
旅
人
）
、
藤
原
卿
、
高
橋
害
虫
麿
（
歌
集
）
、
大
蔵
忌
寸

麿
、
豊
後
国
白
水
郎
、
大
伴
下
主
、
大
伴
家
持
で
二
十
一
例
。
年
代
分
明
の
を

ま
と
め
る
と
、
大
宝
元
年
の
二
期
、
あ
と
は
三
期
、
と
く
に
四
期
に
多
い
。
こ

大
伴
家
持
の
心
情
の
一
端

れ
ら
に
よ
っ
て
、
「
紅
」
は
後
期
の
、
そ
し
て
、
見
ら
れ
る
と
お
り
の
当
時
の

文
化
人
に
よ
る
作
品
が
多
い
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

 
「
紅
」
は
「
紅
の
玉
裳
」
 
（
9
一
六
七
二
）
、
 
「
紅
の
深
染
の
衣
」
 
（
7
一

三
一
三
）
な
ど
の
よ
う
な
衣
裳
、
 
「
紅
の
彫
疎
仔
牛
叙
、
面
の
上
に
」
（
5
八
〇
四
）

の
よ
う
に
容
貌
、
 
「
紅
に
深
く
染
み
に
し
情
か
も
」
 
（
6
一
〇
四
四
）
困
 
「
ぐ

れ
な
い
み
の
う
つ
し
心
」
 
（
7
一
三
四
三
）
の
よ
う
な
心
情
、
 
「
紅
の
脚
色
に

見
ゆ
る
秋
の
山
か
も
」
 
（
1
0
一
二
七
七
）
の
よ
う
な
紅
葉
、
ま
た
、
「
桃
の
花

紅
色
に
 
に
ほ
ひ
た
る
」
 
（
1
9
四
一
九
二
）
の
よ
う
な
桃
花
、
こ
う
し
た
相
当

広
範
囲
の
物
を
形
容
し
で
い
る
。

 
ま
た
、
 
「
紅
」
は
、
 
「
い
ふ
言
の
恐
き
国
-
そ
紅
の
色
に
な
出
で
そ
」
 
（
4
六

八
三
）
の
よ
う
に
、
秘
め
て
い
た
恋
情
が
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
し
ま
う
意
の

「
色
に
出
づ
」
の
序
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
い
ろ
」
を
導
き
出
す

の
に
色
彩
を
も
っ
て
く
る
、
こ
の
場
合
は
入
目
に
つ
く
鮮
や
か
で
華
や
か
な
色

が
多
い
。
つ
ま
り
、
 
「
紅
」
は
当
時
の
人
た
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
魅

力
的
で
、
華
麗
な
情
感
を
抱
か
せ
た
色
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2

 
こ
の
こ
と
は
、
 
「
紅
」
が
「
に
ほ
ふ
」
と
い
う
、
あ
た
り
に
映
発
す
る
よ
う

な
美
を
意
味
す
る
讃
辞
で
多
く
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ

る
。
 
「
黒
牛
の
海
紅
に
ほ
ふ
も
も
し
き
の
大
宮
人
し
漁
す
ら
し
も
」
 
（
7
＝
一

一
八
）
の
よ
う
に
、
宮
廷
婦
人
た
ち
が
着
飾
っ
た
「
紅
」
色
の
裳
が
海
面
κ
映

え
る
美
。
「
葦
原
の
…
…
神
名
火
の
三
等
の
山
は
…
…
秋
行
け
ば
紅
に
ほ
ふ
」

（
1
3
三
二
二
七
）
の
よ
う
な
秋
山
の
も
み
じ
の
紅
色
の
美
。
と
く
に
、
 
「
春
の

苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
下
照
る
道
に
出
で
立
つ
少
女
」
 
（
1
9
四
一
三
九
）
の
、
春

苑
に
咲
き
ほ
こ
る
桃
花
の
・
「
紅
」
が
、
庭
園
の
小
道
、
そ
こ
に
た
た
ず
む
少
女

の
あ
た
℃
ま
で
照
ら
す
よ
う
に
映
発
し
て
い
る
、
集
中
最
も
絵
画
的
な
作
と
い

（13）



わ
れ
る
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
「
紅
」
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
「
紅
」
は
上
代
の
人
び
と
に
美
の
最
高
峰
に
あ
る
色
の
一
つ
と

し
て
受
け
と
ら
れ
て
い
た
。
頂
点
に
昇
り
つ
め
れ
ば
必
然
的
に
下
降
し
て
ゆ
く

宿
命
を
は
ら
む
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
紅
」
も
衰
退
し
て
ゆ
く
現
象
を
す

で
に
内
に
秘
め
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
、
 
「
う
つ
せ
み
も
 
か
く
の
み
な
ら

し
 
紅
の
 
色
も
移
ろ
ひ
 
ぬ
ば
た
ま
の
 
黒
髪
変
り
…
…
常
も
無
く
 
移
ろ

ふ
見
れ
ば
」
 
（
1
9
四
一
六
〇
）
と
い
う
作
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
自
然
も

人
間
も
、
こ
の
世
の
な
ら
わ
し
と
し
て
、
す
べ
て
変
わ
っ
て
行
く
。
 
「
紅
」
の
．

「
に
ほ
ふ
」
と
い
う
程
の
美
し
さ
も
、
例
外
で
な
く
、
や
が
て
「
移
ろ
ひ
」
推

移
し
て
行
く
、
そ
れ
は
美
も
け
れ
ば
美
し
い
程
、
一
層
そ
の
「
移
ろ
ふ
」
状
態

は
醜
く
変
貌
し
て
行
く
、
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

口
次
に
、
 
「
橡
」
を
み
よ
う
。

 
『
万
葉
集
」
に
み
え
る
「
橡
」
は
六
例
。
大
伴
家
持
の
冒
頭
の
作
に
よ
ま
れ

て
い
る
一
例
を
除
く
と
、
す
べ
て
巻
軸
、
十
二
に
含
ま
れ
て
お
り
、
作
者
・
年

代
は
未
詳
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
相
聞
の
部
立
で
、
巻
心
の
は
讐
喩
歌
の
中
に
、

三
十
二
の
は
寄
物
陳
思
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
巻
の
性
格
か
ら
い
っ
て
、

ほ
ぼ
第
二
・
三
期
（
巻
七
）
、
飛
鳥
・
藤
原
・
奈
良
前
期
頃
（
巻
十
二
）
の
よ

う
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
、

 
「
橡
」
は
、
 
「
橡
の
衣
は
」
 
（
7
＝
二
一
一
）
、
 
「
橡
の
一
重
の
衣
」
 
（
1
2

二
九
六
八
）
な
ど
、
す
べ
て
衣
服
の
色
と
し
て
詠
じ
ら
れ
、
こ
の
色
が
使
わ
れ

る
範
囲
は
局
限
さ
れ
て
い
る
。

 
さ
ら
に
、
・
こ
れ
が
、
 
「
橡
の
解
濯
衣
」
 
（
7
一
三
一
四
）
、
 
「
橡
の
衣
解
き

洗
ひ
眞
土
山
」
 
（
1
2
三
〇
〇
九
）
、
 
「
橡
の
馴
れ
に
し
衣
」
 
（
1
8
四
一
〇
九
）

の
よ
う
に
、
 
”
解
き
”
 
”
洗
ひ
（
濯
ひ
）
”
 
”
真
土
（
ま
た
打
つ
）
”
 
”
馴
る
”

の
よ
う
な
状
態
の
服
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
．
解
き
”
は
、
古
く
な
っ
た
服
を
再
び
縫
い
直
し
て
着
る
た
め
に
解
く

意
と
さ
れ
て
お
り
、
集
中
、
「
思
ひ
乱
れ
る
」
「
恋
乱
れ
る
」
な
ど
に
か
か
る
場

合
に
使
わ
れ
6
こ
と
は
多
い
が
、
実
際
に
着
物
を
解
く
の
を
意
味
す
る
の
は
、

「
夕
さ
れ
ば
秋
風
寒
し
吾
妹
子
が
解
き
洗
ひ
衣
行
き
て
早
着
む
」
 
（
1
5
三
六
六

六
）
と
、
こ
の
「
橡
」
の
衣
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。

 
ま
た
、
 
”
濯
ひ
”
 
”
洗
ひ
”
は
洗
濯
の
意
で
、
こ
れ
も
着
古
し
た
衣
を
洗
濯

し
て
ま
た
着
る
わ
け
で
、
衣
服
と
し
て
は
こ
の
「
橡
」
の
色
の
ほ
か
例
は
な

い
。

 
汐
打
つ
”
は
布
を
砧
で
打
．
っ
て
艶
を
出
し
や
わ
ら
か
く
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
作
の
は
「
ま
た
」
が
つ
い
て
お
り
、
い
わ
ば
古
く
な
っ
た
布
地
を
再
び
打

っ
て
再
生
さ
せ
る
意
で
あ
る
。
 
こ
の
“
ま
た
打
”
は
、
 
「
石
の
上
…
…
古
衣

聚
の
山
＠
還
り
来
ぬ
か
も
」
（
6
δ
一
九
）
と
二
例
の
み
で
・
い
ず
れ
も

ま
つ
ち
山
を
引
き
出
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
 
「
古
衣
」
の
よ
う
に
着
古

し
三
衣
、
そ
れ
を
ま
た
打
っ
て
衣
服
に
仕
立
て
る
わ
け
で
あ
ろ
う
っ
こ
の
よ
う

な
服
に
か
か
わ
る
色
と
い
え
ば
や
は
り
「
橡
」
の
み
で
あ
る
。

 
”
亙
る
”
は
・
「
奈
礼
爾
之
」
の
よ
う
な
一
字
一
音
の
他
は
、
押
（
1
2
二
九
五

二
）
、
さ
ら
に
、
繊
（
3
四
＝
二
、
7
＝
二
＝
一
、
1
1
二
六
二
二
、
1
1
二
六
二

三
、
1
2
二
九
七
一
）
の
用
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
衣
類
の
垢
じ
み
よ
れ
よ
れ
に

な
る
の
を
意
味
す
る
と
い
ね
れ
菊
他
の
諸
注
も
ほ
ぼ
同
様
で
・
い
ず
れ
に
し

て
も
、
古
び
て
き
た
な
く
よ
ご
れ
て
い
る
状
態
を
意
味
し
て
お
り
、
 
「
橡
」
の

服
が
そ
う
し
た
状
態
に
あ
る
と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
な
お
、
 
「
橡
」
着
用
の
入
は
、
 
「
事
無
し
」
と
詠
じ
て
い
る
作
（
7
；
＝

一）

ｪ
あ
り
、
こ
れ
は
、
事
件
も
な
い
、
何
事
も
な
い
、
何
も
気
が
か
り
に
な

（14）
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る
事
も
な
い
、
と
い
っ
た
意
の
よ
う
で
あ
る
。
曙
色
に
か
が
わ
る
の
は
「
橡
」

の
こ
の
例
の
み
で
、
諸
注
釈
に
あ
る
よ
う
に
、
わ
ず
ら
わ
し
い
事
が
な
い
の
意
で

あ
ろ
う
。
前
記
の
，
『
令
」
の
衣
服
令
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
正
式
の
服
は
、
位

階
に
該
当
す
る
色
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
、
そ
れ
以
下
の
色
は
自
由
に
着
用
が

許
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
「
橡
墨
」
は
最
下
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
、

ど
の
よ
う
な
人
で
も
着
よ
う
と
思
え
ば
着
る
こ
と
が
で
き
た
服
色
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
意
も
、
こ
の
作
に
は
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
「
紅
」
は
、

着
用
す
る
ど
「
人
の
知
る
べ
き
」
 
（
7
一
二
九
七
）
、
 
「
人
の
見
ら
く
に
に
ほ

ひ
出
で
む
か
も
」
 
（
1
1
二
八
二
八
）
、
 
「
言
な
さ
む
か
も
」
 
（
7
＝
一
二
三
）

の
よ
う
に
、
華
や
か
で
鮮
や
か
で
美
し
い
色
で
あ
っ
た
か
ら
、
人
目
に
つ
き
、

人
び
と
の
関
心
も
深
か
っ
た
の
で
、
周
囲
に
気
兼
ね
を
し
、
気
づ
か
れ
る
か
、

噂
を
立
て
ら
れ
る
か
、
等
々
心
配
し
た
の
と
く
ら
べ
、
 
「
橡
」
は
地
味
で
目
立

た
ず
美
し
く
も
な
く
、
誰
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
も
、
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
、
い
わ
ば
、
．
誰
も
目
を
つ
け
る
よ
う
な
色
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
無
論
、
い
ず
れ
の
例
も
比
喩
と
し
て
で
は
あ
る
が
。

 
「
橡
」
の
、
 
「
橡
の
衣
解
き
洗
ひ
真
土
山
本
つ
人
に
は
…
…
」
 
（
1
2
三
〇
〇

九
）
の
、
 
「
本
つ
人
」
は
、
こ
の
作
以
外
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
（
1
0
．
一
九
六
二
、

20

l
四
三
七
）
を
指
し
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
「
橡
」
の
歌
の
用
字
は
「
古

人
」
と
あ
り
、
古
馴
染
、
あ
る
い
は
老
妻
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。
，
つ
ま
り
、
解
い
た
り
洗
っ
た
り
、
ま
た
砧
で
打
っ
た
り
し
た
橡
の
古

着
と
「
古
人
」
と
は
そ
の
像
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
「
橡
」
で
あ
り
な
が
ら
、
「
事
無
し
と
い
ひ
し
時
よ
り
着
欲
し

く
思
ほ
ゆ
」
 
（
7
＝
一
＝
一
）
、
 
「
あ
や
し
く
も
殊
に
着
欲
し
き
」
 
（
7
＝
二

一
四
）
、
 
「
橡
の
衣
…
…
本
つ
人
に
は
な
ほ
如
か
ず
け
り
」
 
（
1
2
三
〇
〇
九
）

大
伴
家
持
の
心
情
の
一
端

の
よ
う
に
、
、
こ
の
色
の
服
に
よ
っ
て
喩
え
ら
れ
る
人
物
を
欲
し
、
や
は
り
他
の

者
は
及
ば
な
い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
 
「
事
無
し
」
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
あ

る
い
は
「
あ
や
し
く
も
」
と
み
ず
か
ら
を
い
ぶ
か
し
が
り
な
が
ら
の
こ
と
で
あ

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

三
 
大
伴
家
持
の
「
紅
」
及
び
「
橡
」

 
こ
れ
ま
で
の
諸
作
品
・
文
献
に
み
ら
れ
る
「
紅
」
と
「
橡
」
に
対
す
る
当
時

の
常
識
的
な
価
値
観
に
対
し
て
、
相
反
す
る
よ
う
な
評
価
、
い
わ
ば
、
 
「
紅
」

ほ
ど
の
色
を
、
「
橡
」
の
よ
う
な
色
よ
り
「
な
ほ
若
か
め
や
も
」
と
家
持
に
い

わ
せ
た
の
は
、
一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
家
持
は
、
層
「
十
一
年
…
…
曇
り
し
妾
を
悲
傷
び
て
作
る
歌
一
首
」
と
あ
っ

て
、
そ
の
あ
と
「
月
移
り
し
後
、
秋
風
を
悲
し
び
嘆
き
て
…
…
」
と
あ
ろ
よ
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
4

に
、
天
平
十
一
年
二
十
四
才
頃
、
妾
を
亡
く
し
、
そ
の
悲
し
み
を
、
「
う
つ
せ

み
の
世
は
常
な
し
と
知
る
も
の
を
秋
風
寒
み
偲
ひ
つ
る
か
も
」
 
（
3
四
六
五
）

の
よ
う
に
詠
じ
、
死
を
と
お
し
て
、
 
「
う
つ
せ
み
の
世
は
常
な
し
」
と
、
無
常

を
認
識
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
 
「
世
間
は
常
か
く
の
み
と
か
つ
知
．

れ
ど
痛
き
情
は
忍
び
か
ね
つ
も
」
（
3
四
七
二
）
と
も
詠
み
、
現
世
と
い
う
も
の

は
無
常
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
動
か
し
が
た
い
こ
と
と
し
て
理
性
の
上
で

は
認
め
て
い
る
も
の
の
、
感
情
の
面
で
は
痛
恨
の
情
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
か

ね
る
と
歌
っ
て
い
る
。
家
持
は
、
こ
の
よ
う
に
若
年
の
費
す
で
に
愛
す
る
者
と

 
注
5

の
死
別
を
と
お
し
て
、
現
身
の
、
そ
し
て
現
世
の
常
な
き
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

 
「
う
つ
せ
み
の
常
無
き
見
れ
ば
世
の
な
か
に
情
つ
け
ず
て
思
ふ
日
そ
多
き

膨
確
賑
難
釧
ボ
」
 
（
1
9
四
＝
ハ
ニ
）
や
、
 
「
世
の
申
の
常
無
き
こ
と
は
知
る
ら
む
を

情
蓋
す
な
大
夫
に
し
て
」
 
（
1
9
四
二
一
六
）
の
よ
う
に
、
そ
の
後
も
詠
じ
、
智

（15）



の
右
大
臣
家
の
藤
原
二
郎
が
母
を
喪
っ
た
時
な
ど
、
 
「
世
の
申
の
常
無
き
こ
と

は
知
る
ら
む
を
」
、
と
無
常
に
対
す
る
度
重
な
る
彼
の
実
感
を
若
い
人
に
教
え

る
程
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
自
身
も
病
に
臥
し
た
折
、
 
「
病
に
臥
し
て
無
常
を

悲
し
び
、
修
道
を
欲
し
て
作
る
歌
二
首
」
と
あ
り
、
．
「
う
つ
せ
み
は
数
な
き
身

な
り
山
河
の
清
け
き
見
つ
つ
道
を
尋
ね
な
」
 
（
2
0
四
四
六
八
）
の
よ
う
に
、
身

を
も
っ
て
無
常
を
感
じ
、
救
い
を
求
め
て
修
道
を
の
ぞ
む
よ
う
に
さ
え
な
る
の

で
あ
る
。

 
こ
の
「
常
無
し
」
を
、
．
彼
は
天
平
十
六
年
二
月
置
安
積
皇
子
の
麗
去
の
際
に

は
㍉
 
「
懸
け
ま
く
も
…
…
木
立
の
繁
に
 
咲
く
花
も
 
移
ろ
ひ
に
け
り
、
世
の

中
は
 
か
く
の
み
な
ら
レ
」
 
（
3
四
七
八
）
の
よ
う
に
、
層
咲
き
誇
る
花
々
が
凋

落
し
て
行
き
、
華
や
か
な
彩
り
が
槌
せ
て
行
く
、
つ
ま
り
「
移
ろ
ふ
」
姿
で
具

，
象
的
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
が
天
平
勝
宝
二
年
五
丹
二
十
七
日
の
作
あ
た
り

に
な
る
と
、
 
「
天
地
の
…
…
咲
く
花
も
 
時
に
移
ろ
ふ
 
う
つ
せ
み
も
 
常
無

く
あ
り
け
り
」
 
（
1
9
四
二
一
四
）
「
と
、
同
様
に
万
花
の
「
移
ろ
ひ
」
と
現
身
の

死
を
重
ね
て
い
る
が
、
前
の
、
 
「
世
の
中
は
 
か
く
の
み
な
ち
し
」
の
よ
う
な

傍
観
的
な
も
の
で
な
く
、
 
「
常
無
く
あ
り
け
り
」
と
彼
自
身
い
い
切
る
動
か
な

い
信
念
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
家
持
は
、
、
「
常
無
し
」
を
「
蔑
ろ
ふ
」
と
い
う
盛
か
ら
衰
へ
と
変
貌
し
て
行

ぐ
現
象
と
重
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

 
家
持
は
「
移
ろ
ひ
」
を
、
具
体
的
に
、
例
え
ば
、
万
花
の
盛
り
か
ら
色
槌
せ

し
ぼ
み
散
っ
て
行
く
過
程
と
し
て
捉
え
、
そ
の
花
の
盛
り
ば
、
「
射
水
川
…
…
二

上
山
は
 
春
花
の
 
咲
け
る
盛
り
に
 
秋
の
葉
の
 
に
ほ
へ
る
時
に
」
 
（
1
7
三

九
八
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
・
色
づ
い
た
葉
の
「
に
ほ
へ
る
時
」
と
一
対
を
な
す

も
の
と
し
て
詠
じ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
 
「
移
ろ
ふ
」
は
、
 
「
に
ほ
ふ
」

と
い
う
華
麗
な
美
か
ら
醜
く
な
っ
て
行
く
現
象
を
意
味
す
る
と
彼
は
捉
え
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
「
に
ほ
ふ
」
が
色
彩
の
映
発
す
る
程
の
美
し
さ
を
意
味
し
、
色
に
深
い
か
か

わ
り
が
あ
る
と
同
様
、
 
「
移
ろ
ふ
」
も
、
 
「
は
ね
ず
色
」
 
（
4
六
五
七
、
1
2
三

〇
七
四
な
ど
）
、
 
「
つ
き
く
さ
ず
り
」
 
（
4
五
八
三
、
7
一
三
三
九
、
7
一
三

五
一
、
1
2
三
〇
五
八
、
1
2
三
〇
五
九
）
、
 
「
紅
」
 
（
1
6
三
八
七
七
、
1
8
四
一
〇

九
、
1
9
四
一
六
〇
）
な
ど
、
色
と
結
び
つ
く
例
が
少
な
く
な
い
。

 
さ
て
、
 
「
紅
」
が
、
 
「
に
ほ
ふ
」
で
表
現
さ
れ
、
万
葉
人
た
ち
に
い
か
に
華

や
か
な
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
か
は
前
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
家
持
に

は
、
と
り
わ
け
そ
の
例
が
、
「
少
女
ら
が
…
…
紅
の
 
赤
谷
の
裾
の
 
春
雨
に

に
ほ
ひ
墾
ち
て
 
通
ふ
ら
む
」
 
（
1
7
三
九
六
九
）
、
 
「
雄
神
川
紅
に
ほ
ふ
少
女

ら
し
…
…
」
・
（
1
8
四
〇
二
一
）
、
「
秋
づ
け
ば
…
…
山
の
木
末
は
 
紅
に
 
に

ほ
ひ
散
れ
ど
も
」
 
（
1
8
四
一
一
一
）
、
 
「
春
の
苑
紅
に
ほ
ふ
桃
の
花
」
 
（
1
9
四

＝
二
九
）
、
 
「
紅
の
衣
に
ほ
は
し
辟
田
川
」
（
1
9
四
一
五
七
）
、
 
「
桃
の
花
．
紅

色
に
 
に
ほ
ひ
た
る
 
面
輪
の
う
ち
に
」
 
（
1
9
四
一
九
二
）
の
よ
う
に
多
い
。

 
家
持
は
、
「
移
ろ
ふ
」
を
す
で
に
内
に
持
っ
て
い
る
「
に
ほ
ふ
」
は
、
 
「
紅
」

と
い
う
色
に
限
る
と
い
う
程
に
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
こ
の
「
紅
」
も
、
 
「
世
間
の
無
常
を
悲
し
ぶ
歌
一
首
短
歌
を
井
せ

た
り
」
と
い
う
題
詞
の
、
 
「
天
地
の
遠
き
始
め
よ
世
の
中
は
．
常
無
き
も
の

と
 
語
り
継
ぎ
 
な
が
ら
へ
来
れ
…
…
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
も
春
さ
れ

ば
 
花
咲
き
に
ほ
ひ
秋
づ
け
ば
 
露
霜
負
ひ
て
風
交
へ
 
黄
葉
散
り
け
か

う
つ
せ
み
も
 
か
く
の
み
な
ら
b
 
紅
の
 
色
も
移
ろ
ひ
 
ぬ
ば
た
ま
の
 
黒

・
髪
変
り
 
…
…
吹
く
風
の
 
見
え
ぬ
が
如
く
 
逝
く
水
の
 
留
ら
ぬ
如
く
 
常

も
無
く
 
移
ろ
ふ
見
れ
ば
 
に
は
た
つ
み
'
流
る
る
涙
 
止
み
か
ね
つ
も
」

（16）



（
1
9
四
一
六
〇
）
の
よ
う
に
、
自
然
も
人
も
、
万
物
が
「
常
も
無
く
移
ろ
ふ
」

方
則
か
ら
の
が
れ
ら
れ
な
い
、
そ
れ
故
、
黒
々
と
し
た
髪
も
、
 
「
紅
」
の
色
の

青
壮
年
時
代
の
血
色
の
よ
い
若
々
し
い
頬
も
、
や
が
て
そ
の
色
が
襯
せ
、
老
醜

へ
と
変
わ
っ
て
行
く
と
詠
じ
て
い
る
。

 
家
持
は
、
 
「
に
ほ
ふ
」
と
そ
の
美
を
讃
嘆
し
て
や
ま
な
か
っ
た
「
紅
」
の
色

す
ら
、
 
「
移
ろ
ふ
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
現
実
を
見
て
、
そ
の
「
常
も
無
く
移

ろ
ふ
」
掟
を
「
に
は
た
つ
み
実
る
る
涙
止
み
か
ね
つ
も
」
と
悲
し
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。
家
持
は
、
 
「
移
ろ
ふ
」
と
い
う
現
象
の
中
に
、
，
現
世
の
、
そ
し
て
現
身

の
「
常
無
し
」
と
い
う
原
則
を
み
て
と
ケ
、
こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と

で
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
そ
の
現
実
に
無
限
の
悲
し
み
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
刻
々
変
転
し
て
行
く
こ
の
世
の
姿
に
涙
を
流
し
た
彼
は
、
つ
い

に
、
，
「
泡
沫
な
す
回
れ
る
身
そ
と
は
知
れ
れ
ど
も
な
ほ
し
願
ひ
つ
千
歳
の
命

を
」
 
（
2
0
四
四
七
〇
）
と
天
平
勝
宝
八
歳
に
は
、
千
年
も
の
恒
久
の
命
を
希
求

し
た
。
こ
の
よ
う
な
心
情
を
抱
く
に
到
っ
た
彼
は
、
そ
の
前
に
す
で
に
、
 
「
橘

の
歌
一
首
堀
歌
を
労
せ
た
り
」
と
い
う
題
で
、
 
「
懸
け
ま
く
も
…
…
秋
づ
け
ば
…

…
山
の
木
末
は
 
紅
に
 
に
ほ
ひ
散
れ
ど
も
 
橘
の
「
成
れ
る
そ
の
実
は
…
…

み
雪
降
る
 
冬
に
到
れ
ば
 
霜
置
け
ど
も
、
そ
の
葉
も
枯
れ
ず
 
常
磐
な
す

い
や
栄
映
え
に
」
 
（
1
8
四
一
＝
Y
（
天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
二
十
三
日
）
の

よ
う
に
詠
じ
、
 
「
常
磐
な
す
」
橘
を
礼
讃
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
 
「
移
ろ
ひ
」

と
は
対
礁
的
に
、
常
磐
に
「
い
や
栄
映
え
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
。

こ
の
現
象
こ
そ
家
持
の
庶
幾
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
そ
し
て
、
非
常
に
は
っ
き
り
と
、
 
「
咲
く
花
は
移
ろ
ふ
時
あ
り
あ
し
ひ
き
の

山
菅
の
根
し
長
く
は
あ
り
け
り
」
 
（
2
0
四
四
八
四
）
 
「
右
の
一
首
は
、
大
伴
宿

禰
家
持
、
物
色
の
変
化
を
悲
し
び
怜
び
て
作
れ
り
」
・
の
よ
う
に
、
「
簸
ろ
ふ
」

大
伴
家
持
の
心
情
の
一
端

も
の
と
、
 
「
長
く
」
あ
る
も
の
を
対
照
さ
せ
て
、
 
「
移
ろ
ふ
」
の
最
た
る
も
の

と
し
て
咲
く
花
を
あ
げ
て
い
る
。
彼
は
、
 
「
八
千
種
の
花
は
移
ろ
ふ
常
磐
な
る

松
の
さ
枝
を
わ
れ
は
結
ば
な
」
 
（
2
0
四
五
〇
一
）
の
よ
う
に
、
こ
れ
に
も
練
達

と
咲
き
誇
る
万
花
を
あ
げ
、
そ
れ
よ
り
も
、
何
の
映
え
も
な
い
緑
の
松
、
そ
れ

 
 
注
6

を
結
ぼ
う
と
い
う
。
そ
れ
は
、
 
「
わ
れ
は
」
と
強
調
し
な
が
ら
、
自
分
は
「
移

ろ
ふ
」
も
の
よ
り
常
磐
を
希
求
す
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
「
常
無
き
」
現
象
を
い
と
い
、
悲
し
み
翫
び
、
八
千
種
の
花
の
よ
う
な
「
に

ほ
ふ
」
美
的
な
も
の
よ
り
、
橘
、
山
菅
の
根
、
松
の
枝
な
ど
を
選
ぼ
う
と
す
る

の
は
、
 
「
移
ろ
ふ
」
推
移
変
貌
よ
り
「
常
磐
」
の
不
変
恒
久
を
切
実
に
願
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
彼
の
生
涯
か
ら
こ
の
よ
う
な
願
望
が
次
第
に
生
ま
れ
て
き
た
と

い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

四
、
紅
は
移
ろ
ふ
も
の
ぞ
橡
の
馴
れ
に
し
衣
に
な
ほ
若
か
や
め
も

 
こ
の
作
は
題
詞
に
あ
る
よ
う
に
、
家
持
が
越
中
守
時
代
、
部
下
で
あ
る
史
生

＼，

ﾌ
尾
張
少
咋
の
行
状
を
見
て
、
そ
れ
を
喩
す
た
め
に
詠
ん
だ
の
で
、
詳
細
は
小

注
7

論
で
ふ
れ
て
い
み
の
で
略
す
が
、
家
持
は
て
の
作
で
「
紅
」
と
，
「
橡
」
を
と
り

上
げ
て
い
る
。

 
 
「
紅
」
は
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
彼
は
さ
か
ん
に
「
に
ほ
ふ
」
で
賞

讃
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
、
こ
の
色
に
「
紅
の
色
も
移
ろ
ひ
」
と
そ
の
性
格

が
変
化
し
て
行
く
こ
と
を
見
ぬ
い
て
い
る
。
こ
の
「
以
ろ
ふ
」
、
つ
ま
り
「
常

無
さ
」
を
強
く
厭
う
彼
は
、
長
く
「
常
磐
」
で
あ
る
こ
と
を
切
望
し
た
。
そ
の

対
象
と
し
て
、
華
美
と
は
対
し
臆
的
な
物
を
選
ん
だ
の
で
n
あ
っ
た
。
四
こ
の
作
で

は
、
そ
れ
に
「
橡
」
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

 
彼
が
こ
の
作
を
詠
じ
た
越
中
守
時
代
に
は
、
万
葉
の
作
品
の
殆
ど
が
彼
の
手

（17）



7

 
 
 
 
 
注
8

中
に
あ
っ
た
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
巻
七
、
十
二
な
ど
は
座
右
に
お

か
れ
て
い
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
彼
は
、
巻
七
の
、
「
衣
に
寄
す
」
の
「
紅
」

と
並
べ
ぢ
れ
て
い
る
「
橡
」
の
一
連
の
作
、
ま
た
巻
十
二
の
「
橡
」
の
歌
を
読

み
同
感
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
 
「
橡
」
が
、
解
い
て
、
洗
っ
た
り
又
打

っ
た
り
し
て
何
度
も
使
う
こ
と
の
で
き
る
黒
色
の
堅
牢
な
染
色
で
、
け
し
て

「
移
ろ
ふ
」
、
槌
書
す
る
こ
と
の
な
い
、
 
「
常
磐
」
と
も
言
え
る
性
格
で
あ
る

こ
と
に
Y
そ
し
て
、
 
「
本
つ
人
に
は
な
ほ
如
か
ず
け
り
」
と
い
う
古
い
人
を
評

価
す
る
態
度
に
、
共
感
し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

 
と
く
に
、
彼
の
こ
の
作
に
関
す
る
詞
書
を
み
る
と
律
や
令
を
詳
し
く
引
用
し

て
お
り
、
職
掌
が
ら
身
分
が
ら
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
諸
作
品
・
文
献

に
は
充
分
目
を
と
お
し
、
 
「
紅
」
に
つ
い
て
も
、
 
「
橡
」
に
つ
い
て
も
精
通
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
当
時
の
人
び
と
の
、
こ
れ
ら
二
色
に
よ
せ
る

評
価
も
知
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 
「
紅
」
が
「
橡
」

に
及
ば
な
い
と
い
う
、
ま
っ
た
く
対
縢
的
な
価
値
判
断
を
し
た
の
は
、
．
た
だ
、

・
「
紅
」
が
「
移
ろ
ふ
」
も
の
で
、
 
「
橡
」
が
「
移
ろ
は
ぬ
」
常
磐
の
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
点
に
絞
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
諸
家
が
す
で
に
詳
細
に
研
究
さ
れ
、
の
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
尾
山
氏
の
著
書
で
代
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
橘
諸
兄
の

麗
去
、
奈
良
麻
呂
と
の
関
係
、
藤
原
仲
麿
排
斥
の
陰
謀
を
企
て
も
し
た
こ
と
な

ど
、
当
時
の
社
会
状
勢
の
中
で
、
大
伴
家
を
に
な
う
人
物
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
心
労
も
、
そ
し
て
空
し
さ
も
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
「
…
…
さ
う
い
ふ
変
動

の
激
し
い
世
代
の
中
に
家
持
は
青
年
時
代
を
過
し
、
昨
日
在
り
し
者
が
今
日
既

に
無
い
変
遷
の
中
に
中
年
期
を
送
り
、
続
い
て
晩
年
を
過
し
た
の
だ
か
ら
、
彼

の
み
な
ら
ず
人
々
の
上
に
一
抹
の
暗
影
を
投
ぐ
る
も
の
の
あ
っ
た
の
も
巳
を
得

ぬ
こ
と
と
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
故
に
、
物
色
の
変
化
を
悲
劇
ん
で
詠
ん
だ

「
咲
く
花
は
移
ろ
ふ
時
あ
り
．
・
…
」
．
（
四
四
八
四
）
注
％
云
ふ
歌
劇
に
含
ま
れ
て

み
る
申
年
の
嘆
．
聲
は
一
種
の
社
会
観
が
感
じ
得
ら
れ
る
。
」
と
の
べ
て
お
ら
れ

・
る
。
彼
の
生
き
た
世
代
に
お
い
て
、
彼
の
周
辺
の
世
相
は
、
と
く
に
盛
か
ら
衰

へ
と
変
貌
を
み
せ
て
流
転
し
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
は
、
そ
れ
を
身
を
も
っ

て
知
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
多
感
な
家
持
は
、
若
い
頃
か
ら
愛
す
る
者
の
死
を
と

お
し
て
、
次
第
に
す
べ
て
の
現
象
に
対
し
て
無
常
観
を
深
く
抱
く
よ
う
に
な
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
㍗
c

た
よ
う
で
あ
る
。
山
本
健
吉
氏
は
、
『
大
伴
家
持
」
の
、
と
く
に
「
懐
燗
の
意
」

「
移
り
ゆ
く
時
」
 
「
た
ゆ
た
ふ
命
」
 
「
亡
妾
悲
傷
」
の
章
な
ど
で
、
彼
の
無
常

を
悲
し
む
心
を
と
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。

 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
高
の
歌
境
を
示
す
代
表
作
と
さ
れ
る
、
 
「
春
の
野
に

…
…
う
ら
悲
し
」
 
（
1
9
四
二
九
〇
）
、
 
「
わ
が
屋
戸
の
…
…
音
の
か
そ
け
き
」

 
（
1
9
四
二
九
一
）
、
 
「
う
ら
う
ら
に
…
…
情
悲
し
も
」
 
（
1
9
四
二
九
二
）
を
う

ん
だ
、
繊
細
、
微
妙
な
感
情
の
持
主
で
あ
っ
た
彼
も
、
表
面
は
、
靱
か
く
る
大

伴
家
の
頭
梁
と
し
て
の
強
い
心
意
気
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
元
。
そ
れ
故
、

内
面
の
孤
独
で
感
傷
的
な
心
情
を
文
芸
と
し
て
の
歌
に
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

世
の
流
転
、
変
貌
、
推
移
。
花
は
散
り
、
若
者
は
老
い
、
そ
し
て
華
麗
な
い
う

ど
り
は
醜
く
槌
せ
て
行
く
。
政
権
争
奪
の
渦
巻
く
中
で
、
斜
陽
大
伴
氏
を
に
な

う
彼
は
、
一
層
、
焦
躁
薄
墨
を
感
じ
、
な
や
み
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
こ
そ
長
久

に
変
ら
ず
逞
し
い
も
の
を
願
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
美
し
く
あ
ろ
う

と
変
化
し
て
行
く
も
の
よ
り
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
に
醜
く
み
え
よ
う
と
恒
常

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
！

で
あ
る
も
の
が
よ
い
。
た
と
え
、
ど
れ
程
「
紅
」
が
華
麗
で
価
値
高
い
も
の
で

あ
ろ
う
と
、
け
し
て
色
の
さ
め
な
い
Y
長
く
変
わ
ら
ぬ
「
橡
」
に
及
ぼ
う
か
、

と
い
い
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（18）



 
そ
し
て
、
彼
は
、
少
咋
の
（
夫
を
変
わ
ら
ず
思
い
続
け
る
で
あ
ろ
う
直
黒
の

古
妻
に
「
橡
」
を
、
宴
席
に
侍
り
、
そ
の
若
さ
と
美
貌
で
多
く
の
男
性
を
魅
惑

し
、
次
々
と
心
変
わ
り
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
遊
行
女
婦
左
夫
流
児
に
「
紅
」

を
、
讐
え
と
し
て
え
ら
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

 
家
持
の
宿
命
と
そ
の
心
情
の
一
端
が
託
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
作
と
い
え
る

よ
う
で
あ
る
。

 
最
後
に
一
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
文
学
の
面
か
ら
は
亡
び
と
の
注
目
を
ひ
か

な
か
っ
た
『
正
倉
院
文
書
』
等
の
史
料
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
紅
」
及
び
「
橡
」
を
な
が
め
、
ご
れ
ら
を
あ
ら
た
に
加
え
、
ふ
ま
え
た
上

で
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
作
を
探
っ
て
み
た
わ
け
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
歌
人
家

持
の
心
情
を
よ
り
確
実
に
探
る
契
機
を
得
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
（
6
0
・
9

・
1
8
）

注
1
 
『
古
代
歌
謡
集
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
で
は
、
こ
の
「
紅
色
」

 
 
を
「
あ
け
」
と
訓
ん
で
い
る
（
七
六
頁
）
。

 
2
 
小
稿
「
に
ほ
ふ
i
大
伴
家
持
に
お
け
る
i
」
 
（
古
代
文
学
8
 
昭
4
3
・

 
 
1
2
）
、
「
に
ほ
ふ
」
孜
（
文
学
・
語
学
5
3
号
昭
4
4
・
9
）

 
3
 
沢
濾
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
三
」
 
（
申
央
公
論
社
 
昭
3
3
・
1
0
）
3
四
一

 
 
三
の
注
釈
に
詳
し
い
。

 
4
 
尾
山
篤
二
郎
『
大
伴
家
持
の
研
究
』
 
（
平
凡
社
 
昭
3
1
・
4
）

 
5
 
天
平
十
八
年
九
月
二
十
五
日
に
は
弟
書
持
も
死
に
、
そ
の
死
を
悼
ん
で

 
 
い
る
（
1
7
三
九
五
七
）
。

 
6
 
松
の
枝
を
結
瓜
こ
と
は
長
寿
を
祈
る
呪
法
で
み
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
日

 
 
本
古
典
文
学
大
系
本
『
万
葉
集
四
」
に
よ
る
）
。

 
7
 
小
稿
「
上
代
文
学
に
お
け
る
色
彩
」
 
（
日
本
学
士
院
紀
要
第
三
十
二
巻
，

大
伴
家
持
の
心
情
の
一
端

、
 
．

第
2
号
 
昭
4
9
・
6
）
-
（
「
古
典
文
学
に
お
け
る
色
彩
」
 
（
笠
間
書
院

 
昭
5
4
・
5
）
所
収
）

8
 
「
万
葉
集
三
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
の
巻
十
一
、
十
二
の
解
説

9
 
注
4
と
同
書
 
三
九
頁

10
@
山
本
健
吉
『
大
伴
家
持
』
・
（
筑
摩
童
旦
房
 
昭
4
6
・
7
）

 
 
な
お
、
小
稿
「
う
つ
ろ
ふ
1
大
伴
家
持
に
お
け
る
一
」
 
（
上
代
文
学
2
4

 
号
 
昭
4
4
・
4
）
 
「
に
ほ
ふ
」
と
「
う
つ
ろ
ふ
」
と
1
大
伴
家
持
に
お
け

 
る
一
（
国
語
と
国
文
学
4
6
巻
1
2
号
 
昭
4
4
・
1
2
）
を
御
参
趣
い
た
だ
け
れ

 
ば
幸
で
あ
る
。

 
小
稿
が
典
拠
と
し
た
諸
文
献
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
古
代
歌
謡
集
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
 
岩
波
書
店
 
昭
和
4
9
・
1
2
）

『
萬
葉
集
」
一
・
二
・
三
・
四
（
日
本
古
典
文
学
大
系
 
岩
波
書
店
 
昭
和
5
1

 
 
・
4
、
5
1
・
6
、
5
1
・
3
、
5
1
・
3
）

「
懐
風
藻
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
 
岩
波
書
店
 
昭
和
4
9
・
7
）

・
『
古
事
記
』
 
（
「
古
事
記
 
祝
詞
」
日
本
古
典
文
学
大
系
 
岩
波
書
店
 
一
九

 
 
七
七
・
．
四
）

『
績
日
本
後
紀
」
 
（
噺
欄
旧
史
大
系

『
風
土
記
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系

『
律
」
 
（
「
律
令
」
日
本
思
想
大
系

『
令
』
 
（
「
律
令
」
日
本
思
想
大
系

『
延
喜
式
』
前
中
後

 
5
2
・
9
、
5
2
・
9
）

『
正
倉
院
文
書
」
は
大
日
本
古
文
書

（
新
訂
増
補
國
史
大
系

第
三
巻
 
吉
川
弘
文
館
、
昭
4
1
・
8
）

岩
波
書
店
 
昭
和
4
9
・
8
）

岩
波
書
店
「
一
九
七
七
．
一
二
）
層

岩
波
書
店
 
一
九
七
七
・
一
二
）

 
 
 
吉
川
弘
文
館
 
昭
和
5
2
・
6
、

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
 
東
京
大
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！

 
 
学
出
版
会
）
に
よ
る
。

巻
之
 
一
（
自
大
宝
二
年
十
一
月
至
天
平
六
年
十
二
月
）
 
（
昭
和
4
3
・
4
）

巻
之
 
三
（
自
天
平
二
十
年
至
天
平
勝
宝
五
年
）
 
（
昭
和
4
3
・
6
）

巻
之
 
四
（
自
天
平
勝
宝
六
年
至
天
平
宝
字
五
年
）
 
（
昭
和
4
3
・
7
）

巻
之
 
六
（
自
宝
亀
元
年
至
宝
亀
十
一
年
）
 
（
昭
和
4
3
・
9
）

巻
之
 
七
（
追
加
一
）
 
（
自
和
銅
二
年
至
天
平
十
三
年
）
 
（
4
3
・
1
0
）

巻
之
 
八
（
追
加
二
）
 
（
自
天
平
十
四
年
至
天
平
十
七
年
）
 
（
昭
和
4
3
・
1
1
）

巻
之
十
一
（
追
加
五
）
 
（
自
天
平
勝
宝
元
年
七
月
至
天
平
勝
宝
三
年
五
月
）

 
 
（
昭
和
興
・
2
）
幽

巻
之
十
二
（
追
加
六
）
 
（
自
天
平
勝
宝
三
年
六
月
至
天
平
勝
宝
五
年
五
月
）

 
 
（
昭
和
4
4
・
3
）

巻
之
十
三
（
追
加
七
）
 
（
自
天
平
勝
宝
五
年
六
月
至
天
平
宝
字
二
年
八
月
）

 
 
（
昭
和
4
4
・
4
）

巻
之
十
四
（
追
加
八
）
 
（
自
天
平
宝
字
二
年
九
月
至
天
平
宝
字
四
年
十
二
月
）

 
 
（
昭
和
必
・
5
）

巻
之
十
五
（
追
加
九
）
 
（
自
天
平
宝
字
五
年
正
月
至
同
六
年
八
月
）
 
（
昭
和
必

 
 
・
6
）

巻
之
二
十
五
（
補
遺
二
）
 
（
附
録
 
正
倉
院
御
物
出
納
文
書
）
 
（
自
天
平
勝
宝

 
 
ご
年
至
宝
亀
七
年
）
 
（
昭
和
4
5
・
4
）

『
三
楽
遣
文
」
中
巻
下
巻
（
辻
善
之
助
 
久
松
潜
一
監
修
 
竹
内
理
三
編
東

 
 
京
堂
出
版
 
昭
和
4
3
・
1
2
、
5
1
・
1
2
）

「
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
 
（
松
島
順
正
編
 
吉
川
弘
文
館
 
昭
和
5
3
・
7
）

「
平
城
宮
木
簡
 
一
 
解
説
』
 
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
 
昭
必
・
1
1
）

（20）


